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３ 月 定 例 会令和３年度 当初予算概要

地方交付税（46.5％）
58 億 6,600 万円

町税（11.3％）
14 億 2,913 万 4 千円 繰入金（6.6％）

8 億 3,421 万 8 千円
諸収入（4.0％）など
5 億 0,824 万 3 千円

各種交付金など（4.9％）
6 億 2,436 万 2 千円

国県支出金（13.9％）
17 億 6,074 万 3 千円

町債（12.8％）
16 億 1,130 万円

一般会計
歳入（収入）

町税（11.3％）町税（11.3％）

自主財源
27 億 7,159 万 5 千円

（21.9％）

依存財源
98 億 6,240 万 5 千円

（78.1％）

一般会計

126億3,400万円

一般会計当初予算の推移

125億
8,100万円

126億
3,400万円

128億
3,400万円

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

【当初予算のポイント】
　令和３年度の一般会計当初予算は、歳入・歳出の額
がそれぞれ１２６億３, ４００万円となりました。
　前年度と比較すると、７億８，９００万円の減少とな
りました。
　本町は合併から 16 年目を迎え、合併特例による財政
優遇措置期間が平成 27 年度で終了し、さらに激変緩和
期間が令和２年度で終了となりました。
　町の財政は地方交付税をはじめとした依存財源
（78.1％）の動向に大きく左右される財源構造となって
います。

２

125億
8,100万円

令和３年度 当初予算概要

総額１８９億９，８９１万７千円

令和３年度

134億
2,300万円



令和３年度 当初予算概要３ 月 定 例 会 令和３年度 当初予算概要

総額１８９億９，８９１万７千円令和３年度
当 初 予 算

一般会計
歳出（支出）

総務費（14.3％）
18 億 0,624 万 2 千円

民生費（20.2％）
25 億 5,331 万 9 千円

衛生費（8.0％）
10 億 1,037 万 9 千円

労働・商工費など（5.6％）
7 億 1,234 万 4 千円

農林水産業費（11.1％）
13 億 9,735 万 6 千円

土木費（11.0％）
13 億 9,280 万 5 千円

教育費（9.7％）
12 億 1,988 万 9 千円

消防費（6.6％）
8 億 3,343 万 9 千円

公債費（12.2％）
15 億 4,656 万 7 千円

議会・災害対策費など（1.3％）
1 億 6,166 万円

　令和３年第１回定例会が、３月12日から19日までの８日間の会期で開催され、町からは、条例
改廃関係７件、令和２年度補正予算関係６件、令和３年度当初予算関係６件、報告１件、諮問１件、
その他の議案９件が提出されました。
　また、追加議案１件、議会からは２件の委員会提出議案が出され、慎重な審議が行われました。

３

※
下
水
道
事
業
は
特
別
会

計
か
ら
企
業
会
計
に
変

わ
り
ま
し
た
。

【令和３年度 各種会計当初予算】

会計区分 一般会計
特別会計 企業会計

国民健康
保　　険

後期高齢者
医　　　療 介護保険 下水道事業 水道事業

予 算 額 126億3,400万円 17億2,730万円 2億3,590万円 23億1,150万円 9億9,969万9千円※
　 10億9,051万8千円

前年度比 ー7億8,900万円 ー550万円 ー60万円 2,940万円 9億9,969万9千円※
　 ー3,333万9千円
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【一般会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

事　業　名 予算額
( 国県支出金 ) 事　業　目　的　・　内　容

関 係 人 口 創 出 事 業
3,690

(1,845)

ふるさとサポーターなどの町外の方と町内の集落や事業所の交流を通
して、地域の担い手確保や地域課題の解決に向けたネットワークを構
築する。

特 定 地 域 づ く り 事 業
204

( ｰ )

過疎地域における人材不足の解決を目的に、町内の事業者が協同でマ
ルチワーカーに係る労働者派遣事業等を行う事業協同組合を設立する
ための支援をする。

国道 352 号中山峠携帯電話エリア整備事業
68,293

(42,862)
多くの住民や観光客が利用する国道 352 号中山峠の携帯電話エリア不
感地域解消のため携帯電話基地局を整備する。

景 観 ま ち づ く り 推 進 事 業 補 助 金
540

( ｰ )
良好な景観形成を図るため、景観住民団体の認定を目指す団体に対し
補助する。

住宅用太陽光蓄電システム設置費補助金
600

( ｰ )

再生可能エネルギーの更なる普及と非常時における各家庭での電力確
保のために設置する、住宅用太陽光蓄電システム（蓄電池）の導入費
用に対し、６万円を上限に補助する。

介 護 人 材 確 保 対 策 事 業
978

( ｰ )

人材不足といわれている介護業界に対し、業界全体のイメージアップ
を図ると同時に、人材が参入する新たな仕組みを構築し、人材確保の
強化を図る。

赤 岩 荘 整 備 事 業
4,654

( ｰ )
古町温泉赤岩荘の露天風呂渡り廊下改修工事及び温泉水中ポンプを購
入し、利用者の利便性の向上を図る。

保 育 室 床 改 修 事 業
2,115

( ｰ )
経年劣化により傷んできた床の改修工事を行い、保育環境の改善を図
る。（年長組：Ａ＝ 35.9㎡、年少組：Ａ＝ 30.5㎡）

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
ワ ク チ ン 接 種 体 制 確 保 事 業

44,873

(44,873)
新型コロナウイルスワクチンの予防接種に係る実施体制の整備を図る。

産 地 生 産 力 強 化 総 合 対 策 事 業
10,097

(5,314)
園芸産地の競争力の強化を図るため、優良種苗、パイプハウス等施設
の導入の支援を行う。

森 林 病 害 虫 等 防 除 事 業
5,533

(4,149)
森林の病害虫による被害発生が町内でも確認されたため、被害拡大防
除対策を行う。

中 心 市 街 地 賑 わ い づ く り 事 業
1,000

( ｰ )

中心市街地の賑わいづくりに資する自主的・主体的なイベント等の開
催を支援することにより、まちなかの賑わいづくりとまちづくりに対
する意識の醸成を図る。

ま ち な か 拠 点 整 備 事 業
102

( ｰ )
上町地内のまちなか拠点施設の整備に向け、先進地の視察研修及び起
業者の公募、選考のための審査会等を行う。

越 後・ 南 会 津 街 道 観 光・ 地 域
づ く り 円 卓 会 議 運 営 支 援 事 業

1,980

(990)
八十里越の開通を見据え、新潟県三条市・只見町・南会津町の連携に
より、沿線地域の活性化を図る。

前 沢 曲 家 集 落 活 用 事 業
8,041

(5,226）
町所有の土蔵及び大杉保存館の屋根修繕工事を行い、観光施設として
の活用を図る。

消 防 車 両 格 納 庫 整 備 事 業
58,716

( ｰ )
消防車両格納庫（消防屯所２棟、内１棟が本体工事次年度）を更新する。

新規事業一覧
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【一般会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

事　業　名 予算額
( 国県支出金 ) 事　業　目　的　・　内　容

消 防 施 設 整 備 事 業（ 消 防 車 両 更 新 事 業 ）
25,379

( ｰ )
消防車両を更新する。（小型ポンプ付積載車２台、本部指揮車１台）

学 校 施 設 長 寿 命 化 計 画 策 定 業 務
7,227

( ｰ )

学校施設の適正な改修・維持保全、教育環境の質的向上に努めていく
とともに、中長期的な維持管理コストを検証し、コストの縮減と平準
化を図ることを目的に策定する。

男 女 共 同 参 画 プ ラ ン 策 定 事 業
218

( ｰ )

すべての町民が性別にとらわれることなく、個性と能力が発揮できる
「男女共同参画社会」の実現を目指し、「南会津町男女共同参画プラン
（仮称）」を策定する。

東京オリンピック・パラリンピック参画事業
19,303

(6,995)

東京オリンピック大会終了後、アルメニア共和国のホストタウンとし
て選手団を迎えて交流事業を行い、人や文化の交流を通して地域の魅
力を国内外に発信し地域の活性化を図る。

公 共 施 設 等 感 染 防 止 対 策 事 業
4,000

(4,000)
公共施設における飛沫対策の衝立や消耗品等の購入により、感染防止
を図る。

新型コロナウイルス感染症弔慰金交付事業
1,500

(1,500)
新型コロナウイルス感染症により亡くなられた町民の親族等に対し、
弔慰金を交付し経済的負担の軽減を図る。

オ ン ラ イ ン 診 療・ 服 薬 指 導 等 推 進 事 業
2,495

(2,000)
インターネットまたは電話による診療及び服薬指導等を受けられる医
療体制を整備する。

オ ン ラ イ ン 医 療 相 談 事 業
396

(300)
24 時間 365 日、全国の専門医によるオンラインでの医療相談が受け
られる体制を整備する。

小 規 模 事 業 者 等 活 性 化 事 業
4,840

(4,000)
新型コロナウイルスの感染予防対策や新たな事業展開への対応、集客
や売り上げ回復等に取り組む小規模事業者等を支援する。

緊 急 経 済 対 策 利 子 等 補 給 事 業
7,509

(7,000)
金融機関から新型コロナウイルス対応のための融資を受けた町内事業
者に対し、利子及び保証料を補給することにより、経営の安定化を図る。

地 酒 で 乾 杯！ プ ロ ジ ェ ク ト 事 業
3,122

(3,000)

町内４蔵元のセット商品の販売を通した地産地消の推進、町外に対す
る地酒のＰＲ等を行うことにより、消費量が落ち込んでいる日本酒の
売上回復を図る。

飲 食 店 等 利 用 促 進 事 業
7,250

（7,000）

飲食店等における感染リスクを低減させるとともに、コロナ禍に対応
した会食等の定着を図るため、団体受け入れに伴う感染予防対策経費
及び飲食代金の一部を助成する。

南会津に泊まって応援キャンペーン事業
53,000

(53,000)
町内観光産業の収益回復を図るため、宿泊割引サービスとクーポン券
の発行等を行う。

特 産 品 購 買 支 援 事 業
4,200

(4,000)
町独自の EC サイトを活用した町内物産品の町外消費回復と拡大によ
り、事業者の収益改善を図る。

新型コロナウイルス感染症対策支援事業
2,000

(2,000）
町内イベント開催時の感染防止対策としての物品等を購入し、感染リ
スクの軽減を図る。

ＧＩＧＡスクールサポーター配置支援事業
6,900

(6,581）

令和２年度に整備した児童生徒１人１台学習用端末を含めたＩＣＴ機
器の活用推進を図るため、サポーターを配置し授業での活用、校務支
援などを進める。

令和３年度 当初予算概要
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議案審議議案審議
　
　
　
「
第
３
節　

福
祉

　
　
　

と
子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
り
ま
す
」
の
な

か
で
「
本
町
で
は
高
齢
者

に
対
す
る
生
活
支
援
や
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
関
係
団
体

の
育
成
や
支
援
」
に
つ
い

て
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
す

　
　
　

自
主
性
を
尊
重
し

　
　
　

な
が
ら
町
と
し
て

し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。

答

議
案
第
25
号

令
和
３
年
度
南
会
津
町
一
般
会
計
予
算

議
案
第
18
号

教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
長
の
任
命
案
が
提
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
同
意
、
星ほ
し
ひ
で
お

英
雄
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
命
さ
れ
た
星
英
雄
氏
は
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
教

育
長
に
就
い
て
い
ま
す
。

再

任

で

同

意

諮
問
第
１
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

適

任

と

認

め

る

　

人
権
擁
護
委
員
を
推
薦

す
る
た
め
、
人
権
擁
護
委

員
法
の
規
定
に
よ
り
議
会

の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
結

果
、
近
こ
ん
ど
う
 
じ
ん
え
つ

藤
甚
悦
氏
を
適
任

と
認
め
ま
し
た
。

主
な
内
容

議
案
第
14
号

第
２
次
南
会
津
町
総
合
振
興
計
画

後
期
基
本
計
画
の
延
長
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
つ
い
て

歳入全般

　
　
　

コ
ロ
ナ
の
影
響
を

　
　
　

大
い
に
受
け
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
が
こ
の

町
税
の
算
定
に
当
た
っ
て

は
、
ど
の
よ
う
な
算
出
根

拠
で
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
町
の
経
済
は
ど

れ
ぐ
ら
い
影
響
を
受
け
て

い
る
の
か
。

問

　
　
　

主
に
コ
ロ
ナ
禍
の

　
　
　

影
響
で
、
か
な
り

の
減
収
に
な
る
と
算
定
し

て
い
ま
す
。

　

町
の
申
告
現
場
に
お
い

て
は
あ
ま
り
影
響
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
町

の
申
告
窓
口
に
来
な
い
青

色
申
告
で
税
務
署
に
直
接

申
告
さ
れ
る
方
が
い
ま
す

の
で
、
全
容
は
解
明
で
き

て
い
ま
せ
ん
。

答

る
育
成
と
支
援
の
中
身

は
。

問
　

引
き
続
き
、
町
民
の
皆

様
と
教
育
大
綱
の
理
念
で

あ
り
ま
す
次
世
代
の
地
域

を
担
う
人
材
の
育
成
に
努

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

町
全
体
の
景
気
ま
で
は

分
析
し
て
い
な
い
状
況
で

す
。

　
　
　

交
付
税
も
今
年
度

　
　
　

か
ら
し
っ
か
り
減

額
さ
れ
て
く
る
。
減
額
分

に
つ
い
て
長
期
的
に
ど
の

よ
う
に
見
込
ま
れ
て
い
る

の
か
。

　

ま
た
こ
の
コ
ロ
ナ
で
税

収
も
減
っ
て
い
る
わ
け
で

す
か
ら
こ
れ
ま
で
の
事
業

展
開
を
し
て
い
く
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
考
え
で
い

る
の
か
。

問
　
　
　

交
付
税
に
つ
き
ま

　
　
　

し
て
は
、
普
通
交

付
税
合
併
算
定
替
に
よ
る

特
例
加
算
が
、
令
和
2

年
度
で
終
了
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
下
が
る
原
因

の
一
つ
で
す
。

　

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、

国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
減

少
も
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

令
和
3
年
度
か
ら
今

後
5
年
間
の
ベ
ー
ス
と

し
ま
し
て
は
、
約
54
億
円

前
後
が
現
金
で
入
る
普
通

交
付
税
、
そ
こ
に
臨
時
財

政
対
策
債
を
加
え
る
と
、

約
56
億
円
か
ら
57
億
円
が

町
の
普
通
交
付
税
の
全
体

額
に
な
る
と
想
定
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
歳
入
に
合
わ
せ
た

支
出
、
事
業
を
こ
れ
か
ら

組
み
立
て
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

答

教
育
長
あ
い
さ
つ

交
付
税
に
つ
い
て

歳入全般

再任された星英雄教育長

人権擁護委員 近藤甚悦 氏
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７

　
　
　

合
宿
誘
致
の
見
通

　
　
　

し
は
。

合
宿
誘
致
促
進
事
業

商工費

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
に

　
　
　

あ
っ
て
、
さ
ら
に

緊
急
事
態
宣
言
な
ど
が
長

引
い
た
影
響
も
あ
り
、
学

校
の
方
か
ら
予
約
が
入
り

答
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
し

　
　
　

た
後
の
有
効
期
限

の
情
報
は
得
ら
れ
て
い
ま

す
か
。

問
予
防
費

衛生費

　
　
　

効
果
に
つ
い
て
の

　
　
　

期
間
は
特
に
い
た

だ
い
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
と
変
わ

　
　
　

る
部
分
が
あ
る
の

か
。

答

空
き
家
等
対
策
事
業

土木費

　
　
　

令
和
3
年
度
か

　
　
　

ら
は
、
空
き
家
の

答国
へ
意
見
書
を
提
出

総
務
委
員
会
提
出
議
案

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効

を
求
め
る
意
見
書

　

福
島
県
は
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
の
減
少
・
流
出
が

進
み
、
震
災
当
時
と
比
較
し
て
生
産
年
齢
人
口
は
約

20
万
人
も
減
少
し
、
人
手
不
足
は
深
刻
化
し
て
い
る
。

（
中
略
）

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
、
社
会
経
済
が
混
乱
し
、

県
民
の
不
安
や
不
満
も
日
増
し
に
強
ま
る
一
方
で
、
県

民
の
生
命
と
健
康
を
守
り
、
日
常
生
活
を
支
え
る
た
め

奮
闘
す
る
働
く
者
が
い
ま
す
。
社
会
経
済
の
回
復
と
安

定
、
働
く
者
の
努
力
に
報
い
る
こ
と
が
社
会
の
責
任
で

も
あ
り
、
極
め
て
必
要
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
福
島
県
の
一
層
の
発
展
を
図
る
た
め
、
最

低
賃
金
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
福
島
県
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
と
早
期
発
効
な
ど
を
強
く
求
め
る
意
見
書
を
提

出
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

国
へ
意
見
書
を
提
出

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

関
す
る
迅
速
な
情
報
公
開
等
を
求
め
る
意
見

書
採択 文

教
厚
生
委
員
会
提
出
議
案

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
先
月
か

ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
感
染
収
束
の
た
め

に
、
な
る
べ
く
多
く
の
皆
様
に
、
安
心
・
納
得
し
て
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

（
中
略
）

　

ま
た
、
地
方
自
治
体
で
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制
を

整
備
し
て
い
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
状
況
や
配
分

時
期
が
明
確
で
な
い
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
計
画
が
立

て
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
自
治
体
に
対
し
て
国

が
必
要
な
情
報
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
財
政
的
な

支
援
を
適
切
に
行
う
こ
と
も
急
務
で
す
。
そ
う
し
な
け

れ
ば
、
大
量
の
業
務
を
抱
え
る
自
治
体
窓
口
で
混
乱
が

生
じ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
大
幅
な
遅
れ
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
迅
速
な
情
報
公
開

等
を
強
く
要
望
し
、
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

採択

地
域
振
興
緊
急
対
策
事
業

商工費

　
　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

　
　
　

券
は
、
こ
れ
ま
で

と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
あ
る

か
。 問

　
　
　

次
年
度
に
つ
い
て

　
　
　

は
、
こ
れ
ら
を
一

答問

問

撤
去
を
行
う
場
合
、
行
政

区
に
対
し
て
も
補
助
を
す

る
制
度
を
新
た
に
追
加
し

ま
し
た
。

づ
ら
い
状
況
で
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
予
約
状

況
は
半
分
以
下
に
な
っ
て

い
ま
す
。

本
に
集
約
し
、
一
律
30
%

の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

発
行
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。



８

登壇順序 ・ 質問項目

２　五十嵐芳道　議員・・・・10㌻
　　①伊南、南郷地域にある観光施設の指定
　　　  管理は
　　②レジ袋など廃プラスチック削減の現状
　　　  とプラスチックによる環境問題

６　湯田　芳博　議員・・・・14㌻
　　①コロナ感染収束後の新たな住民生活と
　　　  民営事業に対する町の独自な支援政策
　　②「木の町コミュニティ館」建設によっ
　　　  て期待できる林業の規模拡大と収益ア
　　　  ップ効果
　　③「株式会社みなみあいづ」の経営に注
　　　  ぎ込む町費と町の財政不安及び町政へ
　　　  の公正・公平

５　馬場　　浩　議員・・・・13㌻
　　①政府の脱炭素社会宣言に対する町の取
　　　  組みは
　　②町有林木材の利用状況は
　　③公共施設等管理計画の現状は

４　渡部　訓正　議員・・・・12㌻
　　①新型コロナ感染症対策は
　　②県立南会津病院の充実に向けて

９　室井　英雄　議員・・・・17㌻
　　①新型コロナウイルス感染症に係るワク
　　　  チン接種の実施に関する町の対応は３　大桃　英樹　議員・・・・11㌻

　　①外部人材の積極的活用は
　　②スポーツ環境の充実を

一般質問

12 人の議員が登壇

【一般質問とは】
　町の行財政全般について議員が提言を含めて町に考えを聞くことです。
　令和３年３月定例会の一般質問は、１８～１９日の２日間にわたり行われました。

１　山内　　政　議員・・・・９㌻
　　①特定地域づくり事業の進め方は
　　②新型コロナウイルス感染症経験後の対
　　　  策は

７　湯田　良一　議員・・・・15㌻
　　①新型コロナウイルスワクチンの接種方
　　　  法に町独自の工夫を
　　②高齢者世帯買い物代行事業を南会津町
　　　  全域で

８　楠　　正次　議員・・・・16㌻
　　①令和３年度施政方針（基本目標）

10　湯田　　哲　議員・・・・18㌻
　　①コロナ禍での健康福祉事業の重要性は
　　②第２次南会津町総合振興計画の「次世
　　　  代の地域を担う人材の育成」に向けて
　　③図書館の重要な役割、読書の大切さを
　　　  子ども達に
　　④県のドローンによるイノシシ調査事業
　　　  への参加を
　　⑤ＧＩＧＡスクール構想での授業を前に

11　星　　光久　議員・・・・19㌻
　　①有害鳥獣に関する万全対策

12　丸山　陽子　議員・・・・20㌻
　　①施設設備の自動化を
　　②エール券対象者の拡大を



９

　

組
合
設
立
の

　

た
め
に
必
要

な
調
査
と
し
て
町
内
に
お

い
て
派
遣
を
受
け
よ
う
と

す
る
事
業
者
の
意
向
調
査

を
行
い
趣
旨
に
賛
同
し
て

い
た
だ
け
る
事
業
者
を
組

合
員
と
し
て
一
定
数
募
る

と
と
も
に
、
派
遣
す
る
労

働
者
の
確
保
を
進
め
ま

す
。

　

併
せ
て
賛
同
を
得
た
組

合
員
に
よ
り
設
立
準
備
協

議
会
を
開
催
し
、
運
営
体

制
整
備
に
必
要
な
事
務
局

職
員
の
採
用
、
育
成
、
及

び
事
務
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
収
支
見
通
し
な

ど
の
事
業
計
画
を
作
成

し
、
出
資
払
い
込
み
、
設

立
登
記
な
ど
の
手
順
を
踏

ん
だ
う
え
で
国
か
ら
の
交

　

国
が
本
格
的
に

　

導
入
し
た
事
業

協
同
組
合
設
立
を
目
指
す

た
め
ど
の
よ
う
な
進
め
方

を
し
ま
す
か
。

問町
長

　

予
防
的
処
置
と

　

し
て
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
、
町
が
独
自
で
高

齢
者
や
障
が
い
者
が
入
居

す
る
施
設
従
事
者
に
で
き

な
い
か
。

問
　

高
齢
者
入
所

　

施
設
の
職
員

に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

は
、
県
が
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
県
が
地
域
の

感
染
状
況
に
応
じ
て
、
検

査
を
実
施
す
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
験
後
の
対
策

町長 ⇒ アドバイスを受けて準備・検討する

町政を問う
一 般 質 問

特定地域づくり事業の進め方は
 

町
長 ⇒

 

県
が
感
染
状
況
に
応
じ
て
検
査
を
実
施

　

町
内
ス
キ
ー

　

場
で
の
雇
用

は
、
現
在
の
派
遣
労
働
者

に
代
え
て
、
他
の
業
種
と

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
特

定
地
域
づ
く
り
事
業
の
活

用
に
よ
り
通
年
で
働
け
る

労
働
者
の
確
保
に
つ
な
げ

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

ス
キ
ー
場
な
ど

　

は
、
こ
の
事
業

組
合
に
よ
り
恩
恵
が
受
け

ら
れ
ま
す
か
。

問町
長

山
内　
　

政　

議
員

付
金
の
決
定
を
受
け
事
業

開
始
と
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
設
立
に
は
専
門

的
な
知
識
が
必
要
な
の

で
、
県
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
受
け
な
が
ら
設
立
に

向
け
準
備
・
検
討
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

出典：総務省ＨＰ
特定地域づくり事業組合制度リーフレットから抜粋
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「
高
畑
ス
キ
ー

　

場
」
の
指
定
管

理
は
。問

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
環
境
問
題

 

町
長 ⇒

 

適
正
な
ご
み
処
理
方
法
の
周
知
に
努
め
る

　
「
レ
ジ
袋
有
料

　

化
を
き
っ
か
け

と
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
革
」
は
あ
っ
た
か
。

問
　

レ
ジ
袋
の

　

購
入
減
が

６
割
か
ら
８
割
。
マ
イ

バ
ッ
グ
を
使
用
し
て
い
る

方
は
８
割
程
度
と
浸
透
し

て
い
る
。

 町長 ⇒ 早期指定管理者決定に向け協議

町政を問う
一 般 質 問

伊南・南郷の観光施設指定管理は

町
長

　

前
※
１

　
　

指
定
管

　

理
者
か
ら
運

営
を
引
き
継
い
だ
㈱
Ｄ
Ｍ

Ｃ
ａ
ｉ
ｚ
ｕ
よ
り
指
定
管

理
者
指
定
申
請
書
が
出
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
今
定
例

会
に
管
理
指
定
の
追
加
議

案
を
提
出
し
ま
す
。

町
長

五
十
嵐
芳
道　

 

議
員

　
「
道
の
駅
き
ら

　

ら
２
８
９
」
の

指
定
管
理
は
。

問
　

㈱
Ｄ
Ｍ
Ｃ
ａ

　

ｉ
ｚ
ｕ
か
ら

指
定
管
理
者
指
定
申
請
書

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
拠
点
と
し
て
も
重

要
な
施
設
で
す
の
で
運
営

協
議
を
進
め
ま
す
。

町
長　

「
小
豆
温
泉　

　

花
木
の
宿
」
の

指
定
管
理
は
。

問
　

指
定
管
理
者

　

未
定
の
た
め

当
面
は
町
で
最
低
限
の
維

持
管
理
を
行
い
、
指
定
管

理
者
を
模
索
し
ま
す
。
先

日
㈱
Ｄ
Ｍ
Ｃ
ａ
ｉ
ｚ
ｕ
に

内
覧
し
て
頂
き
、
興
味
を

持
っ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
で

す
。 町

長

　
「
南
郷
ス
キ
ー

　

場
」
の
指
定
管

理
は
。問

　

今
シ
ー
ズ
ン

　

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
情
報
発
信
と
ス
タ
ッ
フ

一
丸
の
「
お
も
て
な
し
」

な
ど
で
大
き
な
評
価
を
得

ま
し
た
。

　

先
日
、
さ
い
た
ま
市
教

育
長
よ
り
令
和
４
年
度
か

ら
継
続
的
な
南
郷
ス
キ
ー

場
利
用
再
開
の
申
し
出
が

あ
り
、
今
後
は
安
定
的
な

利
用
が
見
込
め
る
事
と
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
継
続
的
な

運
営
を
目
指
し
早
期
の
指

定
管
理
者
決
定
に
向
け
協

議
し
ま
す
。

町
長

　
※
２

　
　

マ
イ
ク
ロ
プ

　

ラ
ス
チ
ッ
ク
問

題
へ
の
取
組
は
。

問
　

住
民
の
皆
様

　

と
地
球
規
模

の
環
境
保
全
活
動
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
マ
イ
バ
ッ

ク
・
マ
イ
ボ
ト
ル
利
用
推

進
と
使
い
捨
て
生
活
の
見

直
し
や
適
正
な
ご
み
処
分

方
法
の
周
知
に
努
め
、
各

種
学
習
会
や
イ
ベ
ン
ト
で

の
情
報
提
供
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

町
長

※
１

　
　

指
定
管
理
者

　

地
方
自
治
体
が
公
の

施
設
の
管
理
を
行
わ
せ

る
た
め
に
期
間
を
定
め

て
指
定
す
る
団
体
の
こ

と
。 用語

※
２

　
　

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
問
題

　

環
境
中
に
存
在
す
る
微

小
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
粒
子

で
あ
り
、
特
に
海
洋
環
境

に
お
い
て
極
め
て
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
。

用語

南郷スキー場

圧縮され一時保管中のプラ容器
（東部クリーンセンター）

指定管理の申請書が出された
高畑スキー場
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首
都
圏
の
企

　

業
に
企
業
研

修
の
場
と
し
て
活
用
い
た

だ
く
「
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
事
業
」、
他
地
域
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
本

町
に
移
り
住
み
、
町
内
の

小
中
学
校
に
通
い
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
体

験
活
動
や
地
域
行
事
を
体

験
す
る
「
山
村
留
学
事

業
」、
町
の
外
か
ら
地
域

を
応
援
、
交
流
を
通
し
地

域
経
済
活
動
活
性
化
を
目

指
す
「
南
会
津
町
故
郷
サ

ポ
ー
タ
ー
」
制
度
、
新
し

い
働
き
方
や
暮
ら
し
の
提

案
を
目
指
す
「
地
方
創
生

テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
」
を
展

開
し
、
新
し
い
人
の
流
れ

を
創
出
し
ま
す
。

　

外
部
人
材
を
活  

　

用
し
て
、
人
口

減
少
、
担
い
手
不
足
を
補

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

関
係
人
口
を
増
や
す
た

め
の
方
策
は
。

問町
長

　

今
後
の
ス
ポ
ー

　

ツ
施
設
の
整
備

計
画
は
。
問

　

現
在
の
施
設

　

の
ほ
と
ん
ど

が
整
備
か
ら
か
な
り
の
年

数
が
経
過
し
て
お
り
、
効

果
的
な
利
用
を
図
る
た
め

に
は
改
修
や
、
新
規
設
備

整
備
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

　

今
後
、
財
源
の
確
保
を

含
め
、
整
備
の
検
討
を
し

て
い
き
ま
す
。

町
長

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
を

町長 ⇒ 各種事業展開で新しい人の流れを創出

町政を問う
一 般 質 問

外 部 人 材 の 活 用 で 活 性 化 を
 

町
長 ⇒

 

財
源
の
確
保
を
含
め
整
備
を
検
討

　

平
成
26
年　

　

度
よ
り
仙
台

市
周
辺
や
首
都
圏
に
セ
ー

ル
ス
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行

い
、
令
和
元
年
度
ま
で

に
６
０
７
団
体
、
延
べ

６
万
５
４
９
２
人
の
受
け

入
れ
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
今
年
度
は
７
団

体
、
延
べ
４
６
１
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

旅
行
代
理
店
の
中
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

休
業
を
強
い
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
セ
ー
ル

ス
で
き
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

新
規
顧
客
の
獲
得
、
施

　

ス
ポ
ー
ツ
環
境

　

豊
か
な
本
町
で

は
合
宿
誘
致
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
課
題
は
。

問町
長

大
桃　

英
樹　

議
員

設
の
修
繕
や
整
備
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

びわのかげ運動公園 野球場の様子
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本
町
の
２
介

　

護
施
設
で
、
大

規
模
な
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
タ
ー
拡
大
防
止

に
向
け
、
県
の
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
と
感
染
制
御

支
援
チ
ー
ム
が
町
内
介
護

施
設
に
入
り
ま
し
た
が
、

指
示
・
指
導
の
内
容
は
。

問
　

施
設
内
で
の

　

予
防
対
策

と
、
職
員
へ
の
予
防
対
策

の
両
面
か
ら
徹
底
し
た
指

示
・
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発

生
の
一
要
因
と
な
っ
た
複

数
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

併
用
は
、
一
つ
に
ま
と
め

る
な
ど
、
職
員
・
施
設
に

対
し
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

両
面
で
の
き
め
細
か
な
指

導
内
容
で
す
。

　

町
内
事
業
所
に
も
、
巡

回
指
導
し
て
頂
き
ま
し

た
。 町

長

 町長 ⇒ きめ細かな指示・指導の徹底

町政を問う
一 般 質 問

新 型 コ ロ ナ 感 染 症 の 対 策 は

　

介
護
施
設
の
経

　

営
状
況
は
把
握

し
て
い
ま
す
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
予

防
策
の
徹
底
に
よ
り
、
経

費
負
担
が
増
加
し
厳
し
い

経
営
環
境
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

負
担
増
に
対
し
て
の

国
・
県
の
支
援
が
必
要
と

考
え
ま
す
が
。

問
　

現
状
の
施
設

　

運
営
は
、
休

止
前
の
介
護
報
酬
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
休
止
期
間
の
介

護
報
酬
と
な
り
、
経
営
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

動
向
を
注
視
し
、
国
・

県
へ
の
要
望
も
検
討
し
ま

す
。 町

長

　

南
会
津
病
院
の

　

医
師
１
名
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

で
、
最
も
危
惧
し
て
い
た

一
般
外
来
の
診
療
が
休
止

し
ま
し
た
。

　

病
院
の
充
実
は
、
町
内

は
も
と
よ
り
郡
内
住
民
に

と
っ
て
も
生
存
権
に
関
わ

る
問
題
で
す
。

　

病
院
の
充
実
に
向
け
、

今
以
上
に
要
望
活
動
を
強

化
し
訴
え
て
行
く
べ
き
で

は
。 問

　

医
師
や
医
療

　

ス
タ
ッ
フ
が

余
裕
を
持
っ
て
仕
事
に
取

組
め
る
よ
う
、
通
常
時
の

人
員
配
置
の
要
望
は
勿

論
、
緊
急
時
の
応
援
体
制

の
構
築
も
訴
え
て
い
き
ま

す
。 町

長

渡
部　

訓
正　

議
員

県
立
南
会
津
病
院
の
充
実
を

 

町
長 ⇒

 

人
員
配
置
を
要
望
す
る

福島県立南会津病院



13

　

本
町
で
も

　

２
０
２
７
年
度

ま
で
の
環
境
基
本
計
画
が

あ
る
が
、
世
界
的
取
り
組

み
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
、
政
府

の
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
に
そ
っ

た
計
画
の
追
加
や
見
直
し

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
。

問
　

地
球
温
暖
化

　

対
策
に
取
組

む
う
え
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

政
府
の
脱
炭
素
社
会
の
実

現
取
組
み
に
沿
う
こ
と
は

必
要
で
す
。

　

令
和
４
年
度
に
環
境
基

本
計
画
の
見
直
し
時
期
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
令
和

３
年
度
か
ら
情
報
収
集
や

町
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
を
目
指
す
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
区
域
施

策
編
の
策
定
に
着
手
す
る

な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
政
府

の
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
組
を
反
映
さ
せ

た
計
画
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

町
長

町長 ⇒ 環境基本計画の見直しを行っていく

町政を問う
一 般 質 問

脱 炭 素 社 会 宣 言 に 対 す る 取 組 み は

　

政
府
の
環
境
負

　

荷
軽
減
に
向
け

て
２
０
５
０
年
に
有
機
農

業
を
１
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
全
国
の
圃
場
の
25
％

に
拡
大
す
る
「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に

対
す
る
今
後
の
町
の
取
組

み
は
。 問

　

有
機
農
業

　

は
、
環
境
へ

の
負
荷
が
少
な
い
ほ
か
、

食
物
の
安
全
性
の
面
か
ら

付
加
価
値
を
高
め
差
別
化

し
た
販
売
が
で
き
る
有
効

な
手
段
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
一
般
的
な
慣

行
農
業
に
比
べ
手
間
暇
が

か
か
り
、
安
定
し
た
収
量

の
確
保
が
難
し
い
と
い
っ

た
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

有
機
農
業
で
安
定
し
た

農
業
経
営
が
確
立
で
き
る

農
業
者
を
増
や
し
て
い
く

た
め
に
は
、
国
の
定
め
る

戦
略
や
技
術
革
新
を
踏
ま

え
つ
つ
中
長
期
的
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、

馬
場　
　

浩　

議
員

地
域
の
農
業
者
や
生
産
団

体
な
ど
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
関
係
機
関
と
協
議

し
農
産
物
の
生
産
力
向
上

と
環
境
保
全
の
両
立
を
目

指
し
必
要
な
施
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
町
有
林
利
用
状
況
は

・
公
共
施
設
等
管
理
計
画
の
現
状
は

町
長

出典：農林水産省ＨＰ
みどりの食料システム戦略 中間取りまとめより抜粋
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田
島
・
舘
岩
・

　

伊
南
・
南
郷
の

各
地
域
に
お
け
る
住
民
の

日
常
生
活
を
支
援
す
る
政

策
を
示
せ
。

問
　

田
島
地
域　

　

は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
や
利
用
者
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
声
を
聞
き
な
が
ら

公
共
交
通
の
支
援
を
進
め

る
。

　

舘
岩
地
域
に
お
い
て

は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

通
じ
た
情
報
発
信
の
方
法

と
内
容
を
検
討
す
る
。

　

伊
南
地
域
は
、
民
生
委

員
や
各
機
関
と
連
携
し
、

健
康
サ
ロ
ン
な
ど
の
交
流

機
会
の
充
実
を
図
る
。

　

南
郷
地
域
は
、
集
落
支

援
員
や
保
健
師
が
行
な
っ

て
き
た
事
業
を
活
用
し

「
生
き
が
い
づ
く
り
」
を

再
構
築
す
る
。

町
長

　
「
株
式
会
社
み

　

な
み
あ
い
づ
」

の
経
営
に
町
費
を
注
ぎ
込

み
続
け
る
事
は
、
町
の
財

政
に
支
障
を
き
た
さ
な
い

か
。 問

 町長 ⇒ 各地域に応じた支援充実を図る

町政を問う
一 般 質 問

コ ロ ナ 感 染 収 束 後 の 独 自 政 策 は

㈱
み
な
み
あ
い
づ
の
運
営
と
町
の
財
政
は

 

町
長 ⇒

 

交
流
人
口
・
雇
用
確
保
の
役
割
を
果
た
す

湯
田　

芳
博　

議
員

　

町
の
有
力
産
業

　

と
な
り
得
る
資

源
を
提
示
し
、
新
た
な
事

業
形
態
づ
く
り
の
方
向
性

と
取
組
の
支
援
を
示
せ
。

問
　

農
業
・
林
業
・

　

観
光
業
を
重

要
産
業
と
位
置
付
け
る
。

　

相
談
の
寄
せ
ら
れ
た
事

業
者
と
の
話
し
合
い
に
よ

り
、
国
、
県
、
町
の
助
成

制
度
に 

関
す
る
金
銭
的

な
支
援
を
行
な
う
。

町
長

　

地
域
資
源
を

　

活
用
し
、
教

育
旅
行
や
合
宿
誘
致
を
通

し
、
交
流
人
口
拡
大
な
ど

町
の
経
済
や
雇
用
確
保
に

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

町
長　

町
政
運
営
の
基

　

本
に
据
え
て
き

た
公
正
公
平
の
根
幹
と
す

る
基
準
を
示
せ
。

問
　

一
人
ひ
と
り

　

の
声
に
真

摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、

困
っ
た
人
に
手
を
差
し
伸

町
長

そ
の
他
の
質
問

・「
木
の
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
」
建
設
に
よ
っ
て
期
待

　
　

で
き
る
林
業
の
規
模
拡
大
と
収
益
ア
ッ
プ
効
果

株式会社みなみあいづ

べ
ら
れ
る
行
政
で
有
り
続

け
た
い
と
思
い
、
皆
様
と

直
接
お
会
い
し
て
生
の
声

を
聞
い
て
き
た
。
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ワ
ク
チ
ン
接
種

　

会
場
の
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。 問

　

町
と
郡
医
師

　

会
の
協
議
の

結
果
、
町
内
医
療
機
関
で

の
個
別
接
種
と
、
町
が
設

置
す
る
特
設
会
場
で
の
集

団
接
種
を
併
用
し
て
実
施

の
計
画
で
す
。

　

高
齢
者
施
設
の
入
所
者

へ
の
接
種
は
施
設
の
嘱
託

医
に
よ
る
巡
回
接
種
を
考

え
て
い
ま
す
。

町
長

買
い
物
代
行
事
業
を
町
全
域
で

 

町
長 ⇒

 

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な
が
ら
検
討

町長 ⇒ 接種順位の決定は国が行う

町政を問う
一 般 質 問

ワ ク チ ン 接 種 に 独 自 の 工 夫 を

　

優
先
順
位
だ
け

　

で
な
く
、
高
齢

者
に
加
え
施
設
の
職
員

や
介
護
認
定
者
の
同
居

す
る
家
族
の
方
も
、
一

緒
に
接
種
で
き
な
い
か
。

問
　

ワ
ク
チ
ン
の

　

接
種
順
位
の

決
定
は
国
が
行
う
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

医
療
従
事
者
、高
齢
者
、

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
高

齢
者
施
設
な
ど
の
従
事
者

の
順
に
接
種
を
行
い
ま

す
。

　

高
齢
者
施
設
の
職
員
は

特
例
が
あ
り
、
要
件
を
満

た
せ
ば
、
入
所
者
と
同
時

期
に
接
種
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
同
居
家
族
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

町
長

湯
田　

良
一　

議
員

　

買
い
物
に
困
っ

　

て
い
る
高
齢
者

の
た
め
に
買
い
物
代
行
事

業
を
町
全
域
で
で
き
な
い

か
。 問

　

南
郷
地
域
以

　

外
で
は
、
民

間
に
よ
る
宅
配
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
利
用
状
況
や

他
の
地
域
で
の
ニ
ー
ズ
を

確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

町
長
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 町長 ⇒ 環境整備で新たな事業創出

町政を問う
一 般 質 問

令 和 3 年 度 施 政 方 針 は

　

コ
ロ
ナ
感
染

　

症
の
影
響
で

地
域
経
済
を
支
え
る
産
業

の
停
滞
に
対
応
す
る
た

め
、
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー

ク
の
推
進
で
新
た
な
人
の

流
れ
創
出
と
あ
り
ま
す

が
、
具
体
的
内
容
は
。

問
　

会
津
山
村
道

　

場
の
宿
泊
棟

及
び
、
森
の
体
験
館
周
辺

の
町
有
施
設
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
設
置
し
、
テ
レ

ワ
ー
ク
に
必
要
な
備
品
を

整
備
し
て
奥
会
津
博
物
館

周
辺
を
長
期
間
滞
在
可
能

な
エ
リ
ア
と
位
置
づ
け
、

各
施
設
が
連
携
す
る
こ
と

で
利
用
者
増
加
な
ど
の
相

乗
効
果
を
期
待
す
る
も
の

で
す
。

町
長

　

子
供
を
産
み
育

　

て
た
い
と
思
え

る
環
境
の
整
備
と
充
実
と

は
。

　

妊
娠
・
出
産
・

　

子
育
て
に
関

す
る
様
々
な
相
談
が
年
々

増
加
し
て
い
る
た
め
、
令

和
３
年
度
は
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
子

育
て
支
援
員
を
１
名
増
員

し
、
必
要
な
支
援
を
切
れ

目
な
く
提
供
で
き
る
よ
う

充
実
し
ま
す
。

　

出
産
さ
れ
た
方
に
商
品

券
を
交
付
す
る
「
子
育
て

ス
マ
イ
ル
支
援
」
を
継
続

実
施
し
ま
す
。

町
長

問

　

ワ
ク
チ
ン
の
保

　

管
場
所
は
。

　

接
種
券
の
取
扱

　

い
は
。

楠　
　

正
次　

 

議
員

　

野
生
鳥
獣
の
被

　

害
抑
制
で
農
家

の
生
産
意
欲
の
向
上
と
あ

り
ま
す
が
、
令
和
２
年
度

本
町
の
被
害
額
と
、
町
事

業
捕
獲
頭
数
及
び
令
和
３

年
度
の
捕
獲
目
標
頭
数

は
。

　

令
和
元
年
度

　

の
被
害
額

１
８
７
２
万
円
と
同
程
度

と
考
え
ま
す
。

　

目
標
は
イ
ノ
シ
シ

７
６
０
頭
、
シ
カ
１
１
９
２

頭
、サ
ル
３
３
０
頭
で
す
。

町
長

問

　

一
人
暮
ら
し
の

　

高
齢
者
や
高
齢

化
世
帯
が
増
加
す
る
中
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

出
来
る
生
活
支
援
の
内
容

は
。

　

調
理
や
洗

　

濯
、
掃
除
な

ど
の
支
援
を
行
う
「
自
立

支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
」「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」

「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」

「
高
齢
者
見
守
り
支
援
」

「
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
」「
高
齢
者
除
雪
支
援
」

な
ど
の
各
種
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

町
長

問

サ　　ル イノシシ シ　　カ
１６４頭 ５６９頭 １,３２１頭

町内捕獲実績（令和３年３月 12日現在）
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町長 ⇒ ワクチン供給状況により判断

町政を問う
一 般 質 問

ワ ク チ ン 接 種 の 対 応 は

　

ワ
ク
チ
ン
が
届

　

き
次
第
接
種
を

行
う
の
か
、
あ
る
程
度
た

ま
っ
て
か
ら
接
種
す
る
の

か
。 問

　

４
月
26
日
の

　

週
に
配
布

予
定
の
ワ
ク
チ
ン
量
は

４
８
７
人
分
と
少
量
の
た

め
、
接
種
実
施
は
、
供
給

状
況
に
よ
り
判
断
し
ま

す
。 町

長

　

接
種
会
場
は
医

　

療
機
関
・
公
の

施
設
な
ど
か
。

問
　

個
別
接
種
を

　

町
内
医
療
機

関
、
集
団
接
種
を
公
共
施

設
で
実
施
す
る
方
向
で
考

え
て
い
ま
す
。

町
長

　

ワ
ク
チ
ン
の
保

　

管
場
所
は
。

　

国
か
ら
配

　

備
さ
れ
る

デ
ィ
ー
プ
フ
リ
ー
ザ
ー

（
超
低
温
冷
凍
庫
）
１
台

は
役
場
本
庁
舎
に
配
置
し

て
保
管
す
る
予
定
で
す
。

問町
長

　

接
種
券
の
取
扱

　

い
は
。

　

接
種
券
の
交

　

付
に
つ
い
て

は
、
国
か
ら
示
さ
れ
て
い

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ

せ
て
４
月
23
日
ま
で
に
郵

送
す
る
予
定
で
す
。

問町
長

室
井　

英
雄　

 

議
員

　

接
種
対
象
数

　

は
。

　

接
種
対
象
で

　

あ
る
16
歳

以
上
の
町
内
人
口
は
令

和
３
年
３
月
１
日
現
在

１
万
３
４
１
８
人
で
す
。

　

そ
の
う
ち
医
療
従
事
者

の
次
に
接
種
予
定
の
65
歳

以
上
は
６
１
４
２
人
で

す
。 問町

長

　

接
種
は
申
込
み

　

順
か
、
基
礎
疾

患
な
ど
で
の
優
先
は
あ
る

の
か
。 問

　

第
一
段
で
配

　

分
さ
れ
る
一

箱
、
４
８
７
人
分
の
接
種

は
、
高
齢
者
施
設
に
入
居

さ
れ
て
い
る
方
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
供
給
さ
れ
る
ワ

ク
チ
ン
量
に
よ
っ
て
接
種

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で

い
き
ま
す
。

町
長

南会津町 新型コロナウイルス
ワクチン接種のお知らせ
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 町長 ⇒ 健康寿命の延伸を進める

町政を問う
一 般 質 問

コ ロ ナ 禍 で の 福 祉 事 業 は

　

今
町
民
は
、
町

　

内
ク
ラ
ス
タ
ー

に
よ
る
感
染
者
急
増
に
よ

り
、
コ
ロ
ナ
感
染
へ
の
不

安
な
ど
心
に
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

外
出
で
き
ず
、
運
動
不

足
に
よ
る
筋
力
低
下
、
人

と
の
会
話
も
減
り
、
新
た

な
疾
患
へ
の
可
能
性
も
増

し
て
い
ま
す
。

　

町
民
自
ら
の
健
康
維
持

意
識
の
高
ま
り
は
、
今
後

更
に
重
要
で
す
。

　

健
康
福
祉
事
業
の
計
画

は
。 問

　
「
ま
ち
な
か

　

交
流
サ
ロ

ン
」「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

「
生
き
が
い
サ
ロ
ン
」
な

ど
は
、
健
康
増
進
、
介
護

予
防
、
認
知
症
対
策
、
地

区
内
交
流
の
た
め
、
今
後

も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。 町

長

　

先
生
と
Ｇ
Ｉ
Ｇ

　

Ａ
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
が
両
輪
と
な

り
、
効
果
的
な
デ
ジ
タ
ル

授
業
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
は
。

　

４
月
か

　

ら
は
一

人
１
台
端
末
の
授
業
が
始

ま
り
ま
す
。

　

効
果
的
授
業
に
す
る
た

め
に
は
引
続
き
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
者
の
支
援
が
必
要
と
考

え
、
当
初
予
算
に
サ
ポ
ー

タ
ー
配
置
事
業
委
託
料
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前
に

 

教
育
長 ⇒

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
者
の
支
援
が
必
要

問

　

高
齢
に
な
れ
ば

　

な
る
ほ
ど
、

日
々
の
生
活
の
運
動
量
は

減
っ
て
い
き
ま
す
。

　

散
歩
す
る
に
は
、
危
険

な
環
境
に
住
ん
で
い
る
方

も
い
ま
す
。
そ
こ
で
屋
内

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き

る
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン

を
町
で
準
備
し
、
希
望
す

る
方
に
貸
し
出
す
こ
と
で

健
康
維
持
を
図
っ
て
は
。

問
　

自
宅
に
お
い

　

て
ラ
ン
ニ
ン

グ
マ
シ
ー
ン
で
運
動
す
る

こ
と
は
、
心
肺
機
能
を
高

め
る
こ
と
や
、
歩
行
速
度

の
維
持
に
効
果
が
あ
り
、

介
護
予
防
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
が
、
現
在
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

町
長

湯
田　
　

哲　

 

議
員

　

本
町
の
オ
ン
ラ

　

イ
ン
授
業
の
実

施
は
、
い
つ
ご
ろ
か
。

　

Ｗ
ｉ-

　

Ｆ
ｉ
環

境
の
な
い
家
庭
に
は
学
習

専
用
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
貸

与
し
、
長
期
休
業
期
間
に

端
末
を
持
帰
り
オ
ン
ラ
イ

ン
の
訓
練
を
行
う
予
定
で

す
が
、
実
施
日
な
ど
は
決

め
て
い
ま
せ
ん
。

問

そ
の
他
の
質
問

・
第
２
次
南
会
津
町
総
合
振
興
計
画
の
「
次
世
代
の
地
域
を
担
う
人
材
の
育
成
」

　
　

に
向
け
て

・
図
書
館
の
重
要
な
役
割
、
読
書
の
大
切
さ
を
子
ど
も
達
に

・
県
の
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
調
査
事
業
へ
の
参
加
を

事　業　名 運　　　営 内　　　容

まちなか高齢者居場所
づくり交流サロン シルバー人材センター

市街地在住の高齢者の交流の場。高齢者自身が講師や
生徒となり・生きがいづくりの「カルチャー教室」を
実施。介護予防を目的とした「さすけねえ体操」を週
1回開催。

ふれあいサロン 高齢者見守り支援員 各地区において開催。令和元年度58地区で開催。参
加者の交流、介護予防を目的として実施。

生きがいサロン 南会津会・町社会福祉
協議会

ゲームなどのレクリエーション、作品づくりなどをと
おして参加者の交流、介護予防を目的として実施。

※健康福祉事業一覧

教
育
長

教
育
長
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町長 ⇒ 近隣自治体の状況をみて検討

町政を問う
一 般 質 問

有 害 鳥 獣 に 関 す る 万 全 対 策 は

　

捕
獲
し
た
イ
ノ

　

シ
シ
・
シ
カ
の

検
査
体
制
を
整
え
る
考
え

は
あ
る
か
。

問
　

県
の
検
査
と

　

連
携
し
て
関

係
機
関
と
情
報
を
共
有
し

県
に
要
望
し
て
い
き
ま

す
。 町

長

　

捕
獲
さ
れ
た

　

イ
ノ
シ
シ
・
シ

カ
な
ど
を
町
お
こ
し
に
利

活
用
す
る
考
え
は
。

問
　

県
内
の
イ
ノ

　

シ
シ
・
シ
カ

な
ど
は
原
子
力
災
害
対
策

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、

食
肉
と
し
て
の
制
限
が
国

か
ら
指
示
さ
れ
て
い
ま

す
。 町

長

　

捕
獲
し
た
イ
ノ

　

シ
シ
・
シ
カ
の

報
償
金
が
県
と
町
に
差
が

あ
る
が
、
県
と
同
額
又
は

そ
れ
以
上
に
す
る
考
え

は
。

　

町
鳥
獣
被

　

害
対
策
防

止
計
画
に
基
づ
い
た
国

交
付
金
や
県
の
補
助
金

を
財
源
と
し
て
活
用
し

捕
獲
報
償
金
執
行
を
し

て
い
ま
す
。

　

近
隣
自
治
体
の
状
況

を
み
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

問町
長

　

捕
獲
制
限
が

　

度
々
出
さ
れ
る

が
、
町
と
し
て
改
善
す
る

考
え
は
。　

農
作
物
な
ど

　

に
大
き
な
被

害
を
与
え
て
い
る
サ
ル
・

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い

て
、
町
か
ら
捕
獲
を
許
可

さ
れ
た
町
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
の
隊
員
が
捕
獲
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

許
可
頭
数
の
捕
獲
が
満

了
し
た
場
合
に
は
、
新
た

な
捕
獲
許
可
を
迅
速
に

し
、
通
年
の
捕
獲
を
滞
り

な
く
実
施
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

問町
長

星　
　

光
久　

 

議
員

　

町
で
も
広
く
可
能
性
を

探
り
な
が
ら
、
利
活
用
方

法
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
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 町長 ⇒ 検討していきたい

町政を問う
一 般 質 問

施 設 設 備 の 自 動 化 を

　

多
く
の
人
々
が

　

集
う
公
共
施
設

な
ど
で
は
、
感
染
拡
大
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
お
手
洗
い
の
出

入
り
口
が
自
動
ド
ア
に

な
っ
て
い
る
施
設
は
い
く

つ
あ
り
ま
す
か
。

　

ま
た
、
水
道
が
自
動
化

さ
れ
て
い
る
お
手
洗
い
は

い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。

問

　

日
々
、
教
育

の　

現
場
で
児

童
・
生
徒
の
安
全
、
安
心

の
た
め
に
奮
闘
し
て
い
る

先
生
方
へ
も
エ
ー
ル
券
の

対
象
者
と
し
て
、
エ
ー
ル

を
贈
っ
て
は
と
考
え
ま
す

が
。 エ

ー
ル
券
対
象
者
の
拡
大
を

 

町
長 ⇒

 

救
急
隊
・
薬
剤
師
を
追
加

問

　

エ
ー
ル
券

　

の
配
布
に

つ
い
て
は
、
感
染
の
リ
ス

ク
が
最
も
高
い
中
に
あ
っ

て
も
、
町
民
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
、
日
夜
業
務
に

あ
た
ら
れ
た
現
場
の
皆
さ

ん
を
対
象
と
す
る
、
事
業

所
期
の
目
的
を
踏
襲
し
て

第
２
弾
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
対
象
を
絞
り
内
容
を

工
夫
し
な
が
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
追
加
実
施
に

つ
い
て
は
、
医
療
・
介
護
・

保
育
を
原
則
と
し
つ
つ
、

ク
ラ
ス
タ
ー
の
中
、
懸
命

に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た

救
急
隊
、
薬
剤
師
の
皆
様

を
追
加
す
る
形
で
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

町
長

丸
山　

陽
子　

 

議
員

　

お
手
洗
い
の

　

出
入
り
口
が

自
動
ド
ア
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
２
施
設
、
出
入

り
口
に
ド
ア
が
つ
い
て
い

な
い
と
こ
ろ
が
、
23
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
手
洗
い
の
一

部
ま
た
は
全
部
が
自
動
水

栓
化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
18
施
設
で
、
小
便
器
の

一
部
ま
た
は
全
部
が
自
動

洗
浄
化
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
20
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
施
設
管
理
者

と
協
議
し
な
が
ら
、
設
備

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 町

長

役場トイレに設置されている自動水栓
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第 １ 回 臨 時 会
令和３年２月２４日

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　
　

ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事

業
で
介
護
施
設
と
ク
ラ
ス

タ
ー
対
策
事
業
と
い
う
予

算
で
、
本
当
に
十
分
に
、

対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
の

か
。答

　
　
　

自
宅
で
待
機
を
し

　
　
　

な
け
れ
ば
い
け
な

い
利
用
者
の
方
々
が
ご
利

用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
訪
問

介
護
に
対
し
て
の
対
応
と

い
う
こ
と
で
考
え
た
も
の

で
す
。

　

訪
問
介
護
事
業
所
と
い

う
の
は
町
内
に
２
つ
あ

り
、
そ
の
事
業
所
に
対
す

る
、
す
ぐ
必
要
と
な
る
物

品
の
購
入
に
対
す
る
支
援

を
す
る
こ
と
で
す
。

議
案
第
１
号

　

本
件
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
確
保
を
始
め
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
係
る
各
種
事
業
な
ど
に

つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第

１
７
９
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
専
決
処
分
し
た
た

め
、
同
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

令
和
２
年
度
南
会
津
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　
　
　

弔
慰
金
と
し
て

　
　
　

３
０
０
万
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
町
が
把
握
し
て
直
接

対
象
者
に
渡
す
の
か
、
窓

口
に
来
て
申
請
す
る
の

か
。 問

問

答
　
　
　

個
別
に
通
知
を
さ

　
　
　

せ
て
頂
い
て
そ
れ

ぞ
れ
申
請
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
　
　

感
染
症
に
対
し
て
、

　
　
　

国
・
県
の
指
導
、

管
理
の
下
で
、
町
は
国
に

協
力
を
す
る
と
い
う
体
制

に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
じ

南
会
津
会
の
中
で
下
郷

町
、
只
見
町
の
施
設
の
配

慮
も
含
め
た
中
で
の
検
討

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問答
　
　
　

南
会
津
会
を
構
成

　
　
　

す
る
町
と
も
し
っ

か
り
と
連
携
し
た
中
で
県

に
も
お
願
い
を
し
な
が

ら
、
対
策
を
し
っ
か
り

と
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

議
案
第
２
号

令
和
２
年
度
南
会
津
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

本
補
正
予
算
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
３
８
８

万
７
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
６
２
億
９
６
６
２

万
４
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事

業
や
豪
雪
対
策
本
部
設
置

に
伴
う
除
雪
事
業
の
経
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

保
育
所
の
支
援
、

　
　
　

あ
る
い
は
保
育
所

ス
タ
ッ
フ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
な
要
望
や

要
請
は
上
が
っ
て
こ
な

か
っ
た
か
。

問答
　
　
　

保
育
所
や
保
育
士

　
　
　

の
方
々
か
ら
の
要

望
は
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

令
和
３
年
２
月
24
日
に
令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
報
告
１
件
、
議
案
２
件
が
提
案
さ
れ
、
慎

重
な
審
議
の
結
果
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　　　　　　     【会議録がインターネットで閲覧できます】
　 　　南会津町議会の最初の定例会（平成１８年第１回）からの会議録を、インターネットで
　　閲覧できますので、ご覧ください。

　　　 〇令和３年第１回 ( ３月 ) 定例会の会議録は作成中につき、完成次第掲載します。

　　 　〇会議の様子は、You Tube でご覧いただけます。

　　 　

　　　 ※スマートフォンをお持ちの方は、右記のQRコード読み取り
　　　　から直接リンクにアクセスし視聴できます。

南会津町議会中継

会議の様子は、会議の様子は、You Tube でご覧いただけます。You Tube でご覧いただけます。

南会津町議会会議録

南会津町議会中継【YouTube】
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総
務
委
員
会
湯
田　

哲
・
川
島　

進
・
湯
田
芳
博　

菅
家
幸
弘
・
室
井
嘉
吉　
　
　
　
　

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
3
月
定
例
会
開
会

中
の
令
和
3
年
3
月
16
日
に
新
さ
ゆ
り
荘
（
今
議
会

で
、
会
津
高
原
星
の
郷
ホ
テ
ル
に
名
称
変
更
）
建
築
工

事
箇
所
の
裏
山
山
腹
斜
面
に
あ
る
界
地
区
用
水
路
に
、

倒
木
が
覆
い
か
ぶ
さ
り
用
水
路
の
水
が
溢
水
し
、
建
築

工
事
箇
所
に
大
量
の
水
が
流
入
し
電
気
設
備
等
の
交
換

が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
山
腹
斜
面
の
崩
落
箇
所

の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
降
雪
量
も
多
く
、
現
地
調
査
時
点
で
も
1

ｍ
を
超
え
る
積
雪
量
が
あ
り
ま
し
た
。
用
水
路
の
倒
木

は
撤
去
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
山
腹
は
急
斜
面
の
た
め
、

今
後
も
斜
面
崩
落
の
危
険
は
生
じ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
、
再
発
防
止
に
向
け
対
策
工
事
の
実
施
と
な
る

が
、
現
地
状
況
を
十
分
に
検
討
し
て
行
う
よ
う
求
め
、

現
地
調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会

渡
部
訓
正
・
湯
田
良
一
・
馬
場　

浩

高
野
精
一
・
山
内　

政　
　
　
　
　

　

総
務
委
委
員
会
で
は
、
令
和
３
年
３
月
10
日
、
４
ス

キ
ー
場
を
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
関
す
る
情
報
交
換
を
実
施
し
ま
し

た
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
つ
い
て

①
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
食
堂
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
者
は

　

減
り
、
売
り
上
げ
も
減
少
、
こ
の
対
応
と
し
て
テ
イ

　

ク
ア
ウ
ト
も
始
め
て
い
る
が
利
用
者
は
少
な
く
、
コ

　

ン
ビ
ニ
な
ど
で
弁
当
を
買
い
、
車
で
食
事
を
済
ま
せ

　

る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

②
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
教
育
旅
行
や
団
体
な
ど
の
来
場
者

　

が
無
く
な
っ
た
こ
と
が
、
入
込
数
が
減
っ
た
最
大
の

　

原
因
で
、
中
で
も
た
か
つ
え
ス
キ
ー
場
で
は
、
学
校

　

関
係
の
教
育
旅
行
で
さ
い
た
ま
市
だ
け
で
３
万
人
、

　

他
の
教
育
旅
行
で
４
万
人
、
合
計
７
万
人
が
ゼ
ロ

　

に
な
っ
た
影
響
は
大
き
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

③
南
郷
ス
キ
ー
場
は
、
昨
年
秋
に
自
虐
ネ
タ
の
ポ
ス

　

タ
ー
「
南
郷
ス
キ
ー
場
を
助
け
て
下
さ
い
・
・
」
を

　

発
表
し
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
局
の
取
材
で
全
国
的
に
も

　

話
題
と
な
り
、
ス
キ
ー
場
情
報
サ
イ
ト
「
サ
ー
フ
ア

　

ン
ド
ス
ノ
ー
」
で
は
、
南
郷
ス
キ
ー
場
の
全
国
ラ
ン

　

キ
ン
グ
は
、「
パ
ー
ク
が
充
実
」
で
は
１
位
、
総
合

　

ラ
ン
キ
ン
グ
で
第
３
位
と
な
り
、
自
分
が
働
く

　

ス
キ
ー
場
の
ラ
ン
キ
ン
グ
が
全
国
で
上
位
で
あ
る
こ

　

と
は
、従
業
員
の
「
更
に
頑
張
る
」
意
欲
に
つ
な
が
っ

　

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
　

従
業
員
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
吸
い
上
げ
、
す
ぐ
に
実

　

践
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
熱
意
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

か
つ
て
の
「
危
機
感
」
が
ば
ね
と
な
っ
て
「
様
々

　

な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
み
ん
な
で
出
し
合
い
」「
努
力
す

　

れ
ば
」「
頑
張
れ
ば
」
必
ず
結
果
が
得
ら
れ
る
と
い

　

う
実
感
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

④
４
ス
キ
ー
場
が
、
町
民
の
働
く
場
、
冬
の
ス
ポ
ー
ツ

　

を
楽
し
む
場
と
し
て
、
町
民
に
も
遠
方
か
ら
来
て
く

　

れ
る
方
々
に
も
愛
さ
れ
利
用
さ
れ
る
ス
キ
ー
場
で

　

あ
っ
て
欲
し
い
。

　
　

ス
キ
ー
場
の
存
続
・
発
展
の
た
め
に
は
、
全
町
民

　

が
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
・
提
言
を
出

　

し
合
い
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
、
再
認

　

識
で
き
ま
し
た
。

スキー場名 入込数

たかつえスキー場 61,920人

高畑スキー場 21,857人

南郷スキー場 21,297人

だいくらスキー場 38,911人

右奥建物（新さゆり荘）

崩落箇所を視察する産業建設委員会

●今シーズンの入込状況等（2 月末現在）
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【表紙の紹介】

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
リ
レ
ー
3
日
目
、
出
発

式
が
南
会
津
町
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

表
紙
は
、
第
一
走
者
渡

部
さ
ん（
南
会
津
町
出
身
）

が
聖
火
を
掲
げ
、
サ
ポ
ー

ト
ラ
ン
ナ
ー
と
走
り
出
す

場
面
で
す
。

　

沿
道
で
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
盛
り
上
げ
る
イ

ベ
ン
ト
が
併
せ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

東 京 オ リ ン ピ ッ ク 聖 火 リ レ ー
３ 日 目 南 会 津 町 を ス タ ー ト

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
全
国
に
拡
大
し
緊
急
事
態

宣
言
下
の
昨
年
４
月
24
日
、
南
会
津
町
議
会
全
員
協

議
会
を
開
催
し
、
南
会
津
町
議
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
本
部
（
正
副
議
長
、
各
常
任

委
員
会
委
員
長
の
７
名
）
を
設
置
し
、
南
会
津
町
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
と
連
携
の
も

と
、
町
民
皆
さ
ま
の
感
染
防
止
と
地
域
経
済
の
確
保

を
求
め
取
り
組
む
こ
と
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
南
会
津
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
９

月
か
ら
今
年
２
月
ま
で
、
高
齢
者
施
設
の
ク
ラ
ス

タ
ー
の
発
生
な
ど
に
よ
り
多
く
の
感
染
者
を
出
し
ま

し
た
。
こ
の
３
月
に
入
り
、
何
と
か
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
て
い
ま
す
が
油
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

国
は
、
３
月
21
日
、
２
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
を

解
除
し
ま
し
た
が
、
第
４
波
の
感
染
拡
大
を
多
く
の

専
門
家
が
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
南
会
津
町
議
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
支
援
本
部
は
、
全
議
員
に
よ
る
情
報
の

共
有
と
町
民
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
基
本
に
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
は
週
１
回
の
定

例
会
を
開
催
し
、
町
長
へ
下
記
の
要
望
書
を
提
出
し

施
策
へ
の
反
映
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

要望年月日 　　　　　　　　　　　　　要　望　内　容
Ｒ2.4.24 ①遠出や帰省による感染防止の注意喚起

②少雪経済対策の観光誘客宿泊等助成事業の凍結・中止
Ｒ2.5.19 ①高齢者世帯のマスクの給付

②家庭生活の長期化による経済負担軽減のため水道基本料金の減免の検討
③昨冬の少雪により経済的影響を受けた観光関連事業者への支援策を
④国・県の助成や給付に該当しない事業者への対策を

Ｒ2.10.16 ①郡医師会・県立南会津病院と連携、発熱者の受診体制の整備
②コロナ禍の長期化の中で農業、事業者への相談体制と支援対策
③新たな生活スタイルの中で地方への移住が注目され、積極的な移住策を
④農産物の新たな販路拡大を
⑤各種イベントの精査・見直しを

Ｒ3.2.2 ①介護施設等のクラスターの収束に向け県との連携で全力を注ぐ
②介護施設等の休業に伴う利用者・家族への負担支援を
③介護施設事業者への支援を
④介護従事者・医療従事者等への支援金の支給を
⑤自宅療養者への支援を
⑥感染者の葬儀経費の支援を
⑦速やかなワクチン接種に向けた体制作りを

南会津町議会新型コロナウイルス感染症対策支援本部が町へ要望した内容について

リレー中継地点で
応援する様子
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南会津町へ U・I ターンしてきた方へ、移住されたきっかけや町
の魅力をインタビューしました。

左から臼
うすい　ゆうじ

井裕二さん (41 歳 )、麻
ま　い　こ

衣子さん (40 歳 )
夫妻は、現在もスノーボード選手として、全国大
会に出場するなど活躍している。

　

Ｉ
タ
ー
ン
し
て
、

　

何
年
目
で
す
か
？

Q

24

議会を傍聴する手続きは簡単です。
本庁 3 階の議場傍聴席入り口で住所
と氏名を書くだけです。
傍聴席では、提出された議案も閲覧
できます。

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か議会広報委員会
委 員 長 丸山　陽子
副 委 員 長 馬場　　浩
委 員 五十嵐芳道

川島　　進
渡部　訓正
湯田　　哲

令 和 ３ 年 第 ２ 回 定 例 会

６月11日（金）開会予定

町 民 の 声

　

８
年
前

　

に
田
島

地
域
の
針
生
地
区
に
Ｉ

タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

臼
井
さ
ん

　

勤
め
先
は
？

Q

　

通
年
で

　

ぺ
ン
シ
ョ

ン
経
営
、
冬
期
は
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
現

在
、台
鞍
山
ス
キ
ー
場
で
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ス
ク
ー
ル

を
開
設
し
、
指
導
し
て
い

ま
す
。

臼
井
さ
ん

　

Ｉ
タ
ー
ン
を
す
る

　

前
は
？

Q

　

神
奈
川

　

県
横
浜

市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

臼
井
さ
ん

　

Ｉ
タ
ー
ン
を
す
る

　

き
っ
か
け
は
？

Q

　

ス
ノ
ー

　

ボ
ー
ド

の
選
手
を
し
て
い
た
中

で
、
妻
と
知
り
合
い
、
結

婚
。
そ
し
て
、
妻
の
親
が

経
営
し
て
い
る
ペ
ン
シ
ョ

ン
に
入
り
ま
し
た
。

臼
井
さ
ん

　

Ｉ
タ
ー
ン
を
す
る

　

に
当
た
り
、
不
安

は
？ Q

　

特
に
な

　

か
っ
た

で
す
。

臼
井
さ
ん

　

南
会
津
町
の
魅
力

　

は
何
で
す
か
？

Q

　

自
然
が

　

素
晴
ら

し
い
。

　

小
さ
い
頃
、
ぜ
ん
そ
く

で
、
空
気
の
良
い
所
に
住

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
も
好

き
で
す
。

臼
井
さ
ん

　

最
後
に
一
言
ど
う

　

ぞ
。

Q

　

私
は
南

　

会
津
町

が
好
き
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
こ
に

住
ん
で
い
き
た
い
。
水
は

き
れ
い
。
雪
も
豊
富
で
、

雪
質
も
す
ば
ら
し
い
こ
と

を
、
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
。

臼
井
さ
ん

　

現
在
困
っ
て
い
る

　

こ
と
は
？

Q

　

仕
事
が

　

少
な
い

こ
と
で
す
。(

ク
リ
エ
イ

タ
ー
的
仕
事
に
つ
け
れ
ば

南
会
津
町
の
魅
力
を
発
信

し
た
い)

　

子
供
が
小
さ
い
の
で
、

現
在
の
医
療
体
制
で
は
不

安
で
す
。
ま
た
、燃
料
代
、

特
に
ガ
ソ
リ
ン
代
が
高
い

と
思
い
ま
す
。

臼
井
さ
ん

　

今
後
の
目
標
は
。

　

町
行
政
に
求
め
る

こ
と
は
？

Q

　

ス
キ
ー

　

場
の
利

用
者
数
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
呼
び
た
い
人
に
対
す

る
Ｐ
Ｒ
は
ど
う
す
る
か
、

ス
ピ
ー
ド
感
が
必
要
。

　

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
ス

キ
ー
場
内
に
設
置
・
発
信

し
、
魅
力
を
伝
え
た
い
。

　

雪
質
が
良
い
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
お

客
さ
ん
は
来
る
と
思
い
ま

す
。

　

私
た
ち
Ｉ
タ
ー
ン
者
の

目
線
で
も
ア
ピ
ー
ル
を
。

臼
井
さ
ん


